
一

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

特
別
寄
稿

訓
下
・
加
註

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

布　

施　

浄　

慧

第
四
十
五　

孔
雀
経
御
読
経
発
願
…
…
…　

二

第
四
十
六　

清
瀧
宮
祈
願
御
読
経
結
願
…　

四

第
四
十
七　

後
加
持
等
法
則
…
…
…
…
…
一
〇

第
四
十
八　

大
法
外
儀
…
…
…
…
…
…
…
一
七

第
四
十
九　

付
両
界
行
別
尊
事
…
…
…
…
二
二

第
五
十　
　

知
元
辰
法
…
…
…
…
…
…
…
二
五

第
五
十
一　

葬
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九

第
五
十
二　

亡
者
曵
覆
書
様
…
…
…
…
…
三
七

第
五
十
三　

為
亡
者
行
法
事
…
…
…
…
…
四
七
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二

特　別　寄　稿

第
五
十
四　

無
縁
葬
作
法
…
…
…
…
…
…
四
九

〔
作
法
集
〕

第
四
十
五　

孔
雀
経
御
読
経
発
願

先
ず
諸
僧
参
会

次
に
導

佛
前
に
進
み
香
呂
を
取
る
。
三
礼
（
香
呂
を
置
き
礼
盤
に
登
る
。）

次
に
金　
二
丁　

次
に
唄
（
云
何
）　

次
に
散
華
（
ビ
ル
サ
ナ
）
対
場
（
こ
れ
無
し
）
次
に
金
一
丁

次
に
表
白

　

敬
っ
て
真
言
教
主
大
日
如
来
両
部
界
会
諸
尊
聖
衆
殊
に
別
し
て
三
世
佛
母
大
孔
雀
明
王
摩
訶
摩
ユ

利
耶
甚
深
妙
典
八
万
十
二
法
界
等
流

権
実
聖
教　

惣
じ
て
は
盡
空
法
界
一
切
三
宝
の
境
界
に
驚
か
し
白
し
て
言
さ
く

　

夫
れ
以
れ
ば
、
應
用
を
神
德
に
訪
え
ば　

清
瀧
の
波
浪
普
く
四
海
を
潤
し
、
功
力
を
経
王
に
尋
れ
ば　

佛
母
の
慈
雲
広
く
三
千
を
て
ら

す

な
り　

霊
德
已
に
此
の
如
し　

誰
れ
か
仰
い
で
こ
れ
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
や　

而
る
に
今
炎
旱

す
が
如
く
田
野
に
潤
い
を
失
う　

油
雲
久
し

く
断た

え
溝コ
ウ

壑カ
ク

枯
ん
と
欲
す　

誠
に
叡
慮
聒シ
ズ
カ
ナ
ル
コ
ト
無
し　

民
戸
愁
あ
り　

こ
れ
に
よ
っ
て
累
世
の
嘉
例
を
守
り
頻
り
に
倫

を
寺
門
に
下
し　

當

社
の
恒
範
に
任
せ
て　

終
に
甘
雨
を
社
坥
に
祈
ら
し
む　

爰
に
珍
ら
き
か
な　

大
和
尚
の
再
び
廟
前
の
砌
に
臨
み
給
う　

冝
な
る
か
な　

諸
德
の
悉
く
歓
喜
の
袂
を
湿ウ
ル
マす　

権
現
霊
に
在
マ
シ
マ
サば
盍ナ
レ

ぞ
納
受
を
垂
れ
ざ
ら
ん　

龍
神
誓
有
ら
ば
豈
感
應
を
致
し
ざ
ら
ん
や　

尓シ
カ
レば
則
ち
甘

雨
を
五
箇
日
の
中
に
降
ら
し　

稼カ

穡シ
ョ
ク

を
一
天
下
の
間
に
潤
さ
ん　

仰
ぎ
願
は
清
瀧
権
現
勧
請
神
等　

伏
し
て
乞
う　

経
中
所
説
の
龍
神
八

部　

精
誠
を
哀
愍
し
御
願
を
納
受
し
給
え　

謹
し
ん
で
発
願
す
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三

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

次
に
経
を
取
り　

金
一
丁

発
願

　

至
心
発
願　

帰
命
転
読　

大
孔
雀
王
経

　

功
德
威
力　

清
瀧
権
現　

倍
増
法
樂

　

天
衆
地
類　

倍
増
威
光　

護
持
聖
主

　

玉
体
安
穏　

増
長
宝
寿　

甘
雨
普
潤

　

炎
旱
消
除　

無
辺
御
願　

決
定
円
満

　

及
以
法
界　

平
等
利
益

次
に
五
大
願

次
に
一
切
諷
誦　
丁　

次
に
導

暫
く
之
を
読
み　

後
に
退
下
す

寛
喜
元（
一
二
二
九
）

年
八
月
九
日　

清
瀧
祈
雨
御
読
経　

故
遍
知
院
成
賢
僧
正
檢
校
御
勤
仕
の
時　

主
憲
深
僧
正　

件
の
発
願
導

を
勤
仕
せ
ら

れ
給
う
の
時
権
律

　
云　

　

云　

即
ち
彼
の
草
本
を
賜
う
て　

報
恩
院
の
西
部
屋
に
こ
れ
を
書
写
し
了
る
。

〔
伝
授
要
意
〕

　
1

清
瀧
宮
祈
雨
御
読
経
発
願

　
2

此
の
次
第
は
、
成
賢
僧
正
寛
喜
元
年
八
月
九
日
、
清
瀧
宮
に
於
い
て
祈
雨
の
時
、
御
読
経
の
草
案
な
り
。已　　
上
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四

特　別　寄　稿
　

3

元

謂
く
。
奥
書
に
依
る
に
此
の
表
白
等
憲
深
の
作
な
り
。
既
に
表
白
の
中
に
大
和
尚
の
詞
有
り
。
若
し
尓
れ
ば
成
賢
の
御
作
と
は

見
え
ず
。

　

次
に
散
華　
ビ
ル
サ
ナ　

こ
の
如
き
時
は
平
座
に
て
勤
む

　

4

三
千　
玉
篇
に
云
く
。

は
覆
い
照
ら
す
な
り

註
1 

密
宗
に
お
け
る
請
雨
法
は
、
弘
法
大

が
天
長
元
年
（
八
二
四
）
神
泉
苑
に
於
い
て
修
せ
ら
れ
た
る
を
始
め
、
小
野
・
広
沢
両
流
に
て
も
御
願
に

よ
り
修
行
し
来
っ
た
。
小
野
流
で
は
請
雨
経
法
を
、
沢
方
で
は
孔
雀
経
法
を
用
い
る
の
が
伝
統
と
な
っ
た
。
し
か
し
小
野
に
て
も
孔
雀
経
法
を
修

し
て
祈
雨
し
、
そ
の
具
体
的
例
と
し
て
、
こ
の
一
項
に
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

 

　

読
経
に
よ
り
降
雨
の
霊
驗
あ
る
こ
と
を
示
す
に
、『
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
』
巻
下
に
「
若
し
天
旱
の
時
及
び
雨

の
時
、
此
の
経
を
読
誦
せ
ば
、

諸
龍
歓
喜
し
、
若
し
滯
雨
な
ら
ば
即
ち
晴　

若
し
亢
旱
な
れ
ば
必
ず
雨
ら
す　

彼
の
求
者
を
し
て
隨
意
満
足
せ
し
む
。（
正
蔵
⑲
四
三
九
ａ
）
と
説

く
に
拠
る
。

註
2 

朱
書
「
印
融
云
」
と
あ
る
。
印
融
の
『
作
法
集
口
訣
』（
仮
頁
43
）
と
同
文
。

註
3 

傍
註　

元

更
に
按
ず
る
に
、
此
の
発
願
は
奥
書
に
依
る
に
憲
深
発
願
導

を
被
る
に
就
い
て
自
製
の
発
願
な
り
。
御
読
経
の
発
願
に
非
ず
。

註
4 

　

ト
ウ　

①
広
い
と
こ
ろ
を
す
み
ず
み
ま
で
照
ら
す
。
②
あ
ま
ね
く
お
お
う
。

〔
作
法
集
〕

　

第
四
十
六　

清
瀧
宮
祈
願
御
読
経
結
願

　

結
願
作
法
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五

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

先
ず
導

佛
前
に
進
む　
（
経
下
巻
こ
れ
を
持
つ
）

次
に
礼
盤
に
着
く　
（
香
呂
を
取
り
三
礼　

後
に
礼
盤
に
着
く
）

次
に
金
二
打　

法
用　

次
に
金
一
打
っ
て

　

発
願

　

至
心
発
願　

帰
命
転
読　

大
孔
雀
王
経

　

功
德
威
力　

清
瀧
権
現　

倍
増
法
樂

　

天
衆
地
類　

倍
増
威
光　

護
持
聖
主

　

玉
体
安
穏　

増
長
宝
壽　

甘
雨
普
潤

　

炎
旱
消
除　

無
辺
御
願　

決
定
円
満

　

及
以
法
界　

平
等
利
益

次
に
四
弘　
（
香
呂
を
置
く
）
補
欠
分
の
由
申
し
て
云
く

二
十
口
の
僧
綱
大
法

等
殊
に
精
誠
を
致
し　

経
王
を
転
読
す
と
雖　

凡
夫
具
縛
の
身
文
字
章
句
謬
多
く　

余
念
散
乱
相
交
ん
か　

仍

ち
如
法
如
理
の
転
読
と
成
っ
て　

御
願
決
定
成
就
の
為
に

　
　
　
　
　
　

摩
訶
毘
盧

那
宝
号　
丁

　
　
　
　
　
　

釈
迦
牟
尼
佛　

大
孔
雀
王
経　
丁

次
に
神
分

何
ヶ
日
経
王
転
読
所
願
成
就
の
砌
な
れ
ば　

冥
衆
定
ん
で
降
臨
影
向
し
給
う
ら
ん　

外
金
剛
金
剛
天
等
を
始
め
奉
っ
て　

三
界
所
有
の
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六

特　別　寄　稿

天
王
天
衆　

大
日
本
国
王
城
鎮
守
諸
大
明
神　

天
照
大
神　

八
幡
大
菩
薩
等
六
十
余
州
の
大
小
の
神
祇　

殊
に
別
い
て
は
当
所
鎮
守
部

類

属　

護
持
佛
子
当
年
属
星
本
命
元
辰　

本
命
曜
宿　

北
斗
七
星
諸
星
曜
等　

炎
魔
法
王　

泰
山
府
君　

司
命
司
録　

冥
官
冥
衆　

当
年
行
疫
流
行
神
等　

乃
至
自
界
他
方
の
権
実
二
類　

併
ら
法
樂
荘
厳
離
業
得
道
の
為
一
切
神
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　

般
若
心
経　
一
丁

　
　
　
　
　
　
　
　

大
般
若
経
名　
一
丁

金
輪
聖
王
御
願
円
満
の
御
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　

摩
訶
毘
盧

那
佛
名　
丁

　
　
　
　
　
　
　
　

釈
迦
牟
尼
佛
名　
丁

次
に
小
祈
願

　

仰
ぎ
承
り
乞
う　

本
尊
聖
者
三
世
佛
母
大
孔
雀
明
王　

七
佛
慈
氏
諸
尊
聖
衆　

乃
至
経
中
所
説
の
一
切
三
宝　

梵
釈
諸
龍
諸
鬼
神
等　

至
誠
慇
勤
の
転
読
を
哀
愍
納
受
し　

国
土
豊

の
御
願
悉
知
證
明
し
給
え　

夫
れ
或
は
降
甘
雨
成
就
苗
稼
と
説
き　

或
は
若
旱
必
雨
令

彼
求
者
隨
意
満
足
と
述
べ
給
え
り　

経
の
現
文
金
言
誰
れ
か
疑
わ
ん
か　

何
况
聖
朝
の
新
た
な
る
御
願　

大
和
尚
の
希
な
る
御
至
誠
に

答
え
て　

経
王
の
効
驗
も
誠
速
疾
に
権
現
冥
助
も
殊
に
掲
焉
な
る
故
に　

い
ま
だ
雨
日
を
経
ら
ざ
る
に
甘
露
普
潤　

五
穀
成
就　

御
願

忽
に
満
足
し
て
一
天
に
歓
喜
の
咲
を
含
み　

諸
人
渇
仰
の
袂
を
潤
す　
イ
ヨ

々イ
ヨ

四
海
安
穏
万
民
快
樂
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　

摩
訶
毘
盧

那
宝
号　
丁

　
　
　
　
　
　
　

釈
迦
牟
尼
宝
号　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
　

大
孔
雀
明
王　
　
　
　
丁
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七

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

次
に
供
養
浄
陀
羅
尼　
　
丁

次
に
六
種

敬
礼
常
住
三
宝　

敬
礼
一
切
三
宝

我
今
帰
依　

舍
那
釈
迦　

大
孔
雀
明
王

今
日
所
献　

香
華
灯
明　

恭
敬
供
養

大
慈
大
悲　

哀
愍
摂
受　

聖
朝
御
願

決
定
円
満　

決
定
成
就　
　
丁

次
に
呪
願
乞
う
て
云
く　
（
香
呂
を
持
つ
か
）

敬
礼
常
住
三
宝
嘆
佛
咒
願

呪
願
に
云
わ
く

三
宝
境
界　
　

不
可
思
儀

恒
沙
劫
中　
　

讃
掲
難
盡

次
に
対
揚　
　

香
呂
を
取
り
起
居
常
の
如
し

南
無
逝
多
林
中
経
王
教
主
釈
迦
尊

正
法
威
光　
　

護
持
聖
主

十
方
三
世　
　

塵
刹
土

円
満
十
二
殊
勝
願
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八

特　別　寄　稿

還
念
本
誓
来
影
向

天
災
地　

令
消
除

甘
雨
普
潤
成
御
願

南
無
聖
朝
安
穏
国
家

国
内
安
全　
　

五
穀
成
就

天
下
法
界　
　

萬
民
快
樂

次
に
安
座　

佛
名

南
無
三
世
佛
母
大
孔
雀
明
王
経

威
力
甘
雨
普
潤

大
悲
護
念
成
御
願

次
に
礼
盤
を
下
り
一
礼

〔
伝
授
要
意
〕

1

同
結
願

次
に
金
二
打　
一
丁　

金
一
打　
一
丁

有
る
人
の
本
に
は
一
丁
の
字
、
片
仮
名
の
テ
字
な
り
。
彼
の
本
好
し
。
今
の
本
写
手
者
の
誤
り
な
る
こ
と
知
る
べ
し
。
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九

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

般
若
心
経　
丁

此
の
心
経
は
衆
僧
も
こ
れ
を
読
む
。

三
宝
境
界

第
三
十
四
帖
は
2

德
海
に
作
る
。

逝
多
林

此
に
戦
勝
と
云
う
。『
孔
雀
経
』
は
こ
ゝ
に
於
い
て
説
き
給
う
故
な
り
。

南
無
聖
朝
安
穏
国
家

此
の
句
二
反
こ
れ
を
唱
う
る
故

註
1 

傍
註

 

此
の
結
願
作
法
、
是
れ
又
憲
深
作
か
。
小
祈
願
の
中
に
「
大
和
尚
」
の
語
あ
り
。
故
に
元

按
ず
る
に
此
れ
亦
憲
深
和
上
、
結
願
導

を
勤
め
ら

れ
る
に
就
き
此
の
作
法
有
り
。
故
に
是
れ
亦
憲
深
の
御
作
な
り
。

註
2 

德
海　

呪
願
の
諷
誦
上　

三
宝
境
界
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
德
海
と
し
た
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
三
十
四
帖
の
「
呪
願
」
の
項
に
通
用
の
句
と
し
て

挙
げ
て
あ
っ
た
に
よ
る
。（
成
佛
研
紀
要
・
第
四
十
五
号
三
十
二
頁
）
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一
〇

特　別　寄　稿

〔
作
法
集
〕

　

第
四
十
七　

後
加
持
等
法
則

　
　

内
題　

修
法
後
加
持
作
法

　

先
ず
伴
僧
を

い
て
後
加
持
所
に
参
じ
、
着
座
し　

扇
上
に
独
古
を
置
き
護
身
法
（
浄
三
業
、
三
部　

被
甲
）

◦
地
結
◦
四
方
結
◦
本
尊
印
明
◦
降
三
世
◦
虚
空
網

◦
火
院
◦
大
三
昧
耶

◦
次
に
独
古
を
取
り
右
手
に
持
ち
、
念
珠
を
磨
っ
て
発
願
を
唱
う

至
心
発
願　

唯
願
大
日　

本
尊
界
会　

不
動
明
王

四
大
八
大　

諸
大
忿
怒　

両
部
界
会　

諸
尊
聖
衆

外
金
剛
部　

護
法
天
等　

各
々
還
念　

慈
悲
本
誓

皆
来
集
会　

同
心
加
護　

護
持
施
主　

護
持
施
主

消
除
不
祥　

消
除
災 

難　

悪
霊
邪
気　

三
世
怨
敵

厭
魅
呪
咀　

作
障
難
者　

悪
夢
悪
相　

諸
不
吉
祥

怖
畏
急
難　

非
時
中
夭　

天
変
恠
畏　

理
運
非
常

年
月
日
時　

一
切
悪
事　

摧
破
微
塵　

皆
悉
消
除

真
言
法
楽　

薫
入
五
体　

御
座
平
安　

除
病
延
命　

増
長
福
寿　

貴
体
安
穏　

恒
受
快
楽
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一
一

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

無
辺
御
願　

皆
令
満
足　

決
定
成
就　

決
定
円
満

次
に
加
持
呪
を
出
す　

本
尊
呪
加
持
の
間
観
有
り

（
口
伝
）

口
傳
に
云
わ
く
、
施
主
心
蓮
華
台
の
上
に
本
尊
種
子
を
観
置
せ
よ　

施
主
の
無
明
妄
相
無
始
の
罪
障
消
滅
す
云

　

々

加
持
了
り
念
珠
を
ス
リ
暫
く
祈
念
せ
し
む
（
こ
の
間
伴
僧
退
出
）

次
に
解
界
（
大
三
昧
耶
、
火
院　

空
網　

降
三
世　

四
方
結　

地
結
）

次
に
護
身
法　

次
に
退
出

已
上　

初
夜
作
法

　

後
夜
の
後
加
持
に
は
発
願
こ
れ
無
し
。
護
身
法
、
結
界
等
の
後
、
念
珠
を
モ
ミ
て
加
持
の
呪
を
出
す
。（
観
念
初
夜
の
如
し
）　

呪
遍
満

て
念
珠
を
摺
て
祈
念

　

次
に
解
界　

次
に
退
出

　

云
わ
く　

息
災
等
の
法
に
は
、
加
持
の
中
間
の
念
珠
は
ス
ラ
ズ
な
り
。
初
後
に
二
度
ス
ル
な
り
。
調
伏
に
は
、
初
中
後
三
度
念
珠
を

磨
す
る
な
り
。

　

已
上
普
通
御
修
法
初
後
夜
加
持
作
法
な
り
。
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一
二

特　別　寄　稿

◦
調
伏
五
壇
法
の
事

　

連
壇
の
時
は
事
毎
中
壇
に
隨
っ
て
こ
れ
を
行
す
べ
し
。
開
白
の
表
白
は
、
中
壇
髙
声
に
常
の
如
く
こ
れ
を
作
す
。
余
壇
は
こ
れ
を
用
い

ず
表
白
神
分
計
り
（
或
は
微
音
に
て
表
白
を
用
う
）

　

中
壇
「
一
切
恭
敬
」
等
の
音
の
時
、
余
壇
同
時
に
こ
れ
を
出
す
。
若
し
中
壇
同
一
宗
な
ら
ば
、
始
終
こ
れ
に
同
じ
か
る
べ
し
。
若
し
天

台
宗
な
ら
ば
、
九
方
便
の
間
勧
請
等
を
作
す
な
り
。

　

中
壇
の
振
鈴
の
時
、
余
壇
同
時
に
振
鈴
な
り
。

　

護
摩
等
皆
同
時
に
こ
れ
を
作
す
。

　

後
鈴
の
時
は
、
天
台
は
早
な
り
。
東
寺
は
遅
な
り
。
然
る
と
雖
も
見
合
せ
て
同
時
に
礼
盤
よ
り
下
る
な
り
。
但
し
少
々
遅
々
は
力
に
及

ば
ざ
る
事
な
り
。

　

云
わ
く
、
中
壇
一
宗
な
ら
ば
、
五
悔
一
切
に
音
を
出
さ
ず
。

向
方
便
等
も
音
を
出
さ
ず
、
只
念
珠
計
り
髙
声
な
り
云　

　

云

　

伴
僧
の
時
、
陀
羅
尼
白シ
ラ

音
に
す
る
。
佛
眼
の
真
言
を
も
白
音
に
読
む
。
天
台
に
は
佛
眼
真
言
無
く
、
但タ
ダ

本
尊
呪
を
読
む
な
り
。

◦
五
壇
法
の
後
加
持
の
事

　

本
尊
次
第
の
如
く
、
不
降
軍
大
金
と
参
る
な
り
。
伴
僧
は
中
壇
に
は
八
人
、
自
余
は
各
六
人
な
り
。
一
壇
に
白
音
は
二
人
若
し
く
は
四

人
、
若
し
は
有
る
に
隨
う
。

　

後
加
持
は
先
ず
参
じ
て
常
の
如
く
護
身
、
結
界
了
っ
て
数
珠
を
磨モ
ン

で
発
願
を
唱
え
了
っ
て
、
伴
僧
陀
羅
尼
を
読
む
。
五
イ
ツ
ツ

切カ
ヘ
シ

計バ
カ
リ

読
ん
で
、

六
切
読
ん
で
五
音エ
ノ

ス
ハ
ナ
チ
の
間
に
、
阿
闍
梨
数
珠
を
磨
ん
で
第
二
重
を
上
げ
サ
ス
ル
な
り
。
五
切
読
み
了
え
て
、
又
五
音
の
ス
バ
ナ
チ
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一
三

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

ス
ル
間
よ
り
数
珠
を
モ
ミ
初ハ
ジ
メて
第
三
重
を
ア
ゲ
サ
ス
ル
な
り
。
其
の
間
髙
声
に
僧
伽
羅
の
句
を
上
げ
て
了
る
迄
は
、
数
珠
を
止
め
ざ
る
な

り
。
末
に
は
キ
ツ
メ
モ
ミ
ニ
シ
テ
ハ
ツ
ル
な
り
。
大
ア
サ
リ
の
念
珠
は
平
音
に
ス
ル
ナ
リ
。
髙
ク
読
む
は
陀
羅
尼
の
紛
れ
て
悪
き
な
り　

ヲ
マ

く
ニ
ス
コ
シ
サ
シ
ア
ゲ
テ
念
珠
を
ス
ル
な
り
。
陀
羅
尼
は
八
切
或
は
十
切　

或
は
十
二
切
或
は
十
五
切
な
り　

僧
伽
の
句
は
、
東

寺
に
は
上
げ
ず
、
天
台
に
は
驗
者
は
こ
れ
を
上
げ
る
。
自
余
は
上
げ
ず
云　

　

云　

若
し
各
々
の
壇
所
に
て
こ
れ
を
修
す
る
に
は
、
伴
僧
は
念

誦
ダ
ラ
ニ
後
加
持
は
同
前
な
り

　

息
災
は
北
に
向
か
い
こ
れ
を
修
す
。
調
伏
は
南
に
向
か
い
こ
れ
を
修
す
。

　
　
　

金
剛
夜
　
　
　

金
剛
夜

　
　
　

降
三
世　
　
　
　

降
三
世

　

北　

不　

動　
　
　
　
　

南　

不　

動

　
　
　

軍
荼
利　
　
　
　

軍
荼
利

　
　
　

大
威
德　
　
　
　

大
威
德

　

西
に
向
う
時
は
、
息
災
懸
様
を
用
う
べ
し
。

　

東
に
向
う
時
は
、
調
伏
の
懸
様
を
用
う
べ
し
。

口
に
云
わ
く
、
左
の
脇
は
降
三
世
、
金
剛
夜

。
右
脇
は
軍
荼
利
、
大
威
德　

何
れ
の
方
に
向
う
と
雖
運
心
の
儀
此
の
定
め
に
懸
け
る
べ

き
な
り
。
又
調
伏
に
こ
れ
を
修
す
。

　

仁
王
孔
雀
等
の
大
法
に
は
、
開
白
結
願
の
御
加
持
の
発
願
の
後
に
五
大
願
を
用
う
。
普
通
の
修
法
に
は
こ
れ
を
用
い
ず
。
天
台
に
は
普

通
法
に
も
開
白
結
願
こ
れ
を
用
う
。

ヘ
ン

の
異

体
字
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一
四

特　別　寄　稿
　

公
家
の
歳
末
の
不
動
の
修
法
は
調
伏
な
り
。
伴
僧
二
十
人
な
り
。

　

御
持
僧
長
日
不
動
の
御
修
法
は
調
伏
な
り
。
伴
僧
六
人
な
り
。

　

除
目
の
御
修
法
は
不
動
の
調
伏
な
り
。
伴
僧
八
口
御
衣
は
大
壇
の
右
に
置
く
。

◦
結
願
作
法　
（
御
巻
数
は
佛
の
左
辺
に
こ
れ
を
立
つ
。
巻
数
案
は
脇
机
に
こ
れ
を
置
く
）

　

後
供
養
閼
伽
の
後
、
佛
布
施
を
献
じ
了
っ
て
巻
数
案
を
取
り
云
わ
く
、
一
七
箇
日
夜
修
法
結
願
こ
の
時
に
當
れ
り
。
仍
ち
念
誦
数
遍
こ

れ
を
読
み
奉
る
べ
し
と
云
う
て
巻
数
案
を
読
む
な
り
。
読
み
了
っ
て
脇
机
に
置
き
結
願
の
事
由
こ
れ
を
申
す
。
常
の
如
し
。

　

護
摩
御
修
法
に
は
、
開
白
結
願
に
破
壇
を
必
ら
ず
こ
れ
を
作
す
べ
し
。

　

御
修
法
の
結
願
の
時
は
勧
請
を
用
う
。云　　
云（
厳
重
の
義
か
）
或
は
常
の
如
く
発
願
。

　

修
法
の
伴
僧
集
会
の
金
は
、
一
日
に
百
八
遍
な
り
。
三
時
に
各
三
十
六
反
を
打
つ
な
り
。
三
時
合
わ
せ
て
百
八
遍
な
り

　

後
夜
の
時
に
は
必
ら
ず
後
夜
の

を
読
む
云　

　

云
。
礼
佛
了
っ
て
金
一
丁
。
白
衆
等
各
念
等
の
文

　

次
に
金
一
打
。

向
等
常
の
如
し
。

　

醍
醐
の
人
云
わ
く
。
後
夜

は
仁
和
寺
方
に
は
こ
れ
を
読
み　

又
小
野
方
に
は
こ
れ
を
読
ま
ず
な
ら
云　

　

云　

然
し
て
故
権
僧
正
勝
覚
は

こ
れ
を
読
ま
し
む
云　

　

云　

然
か
ざ
る
か
。
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一
五

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

〔
伝
授
要
意
〕

　
　

後
加
持
法
則

　

後
加
持
所
へ
出
御
の
時
は　

直
に
玉
体
を
加
持
し
、
出
御
こ
れ
無
き
時
は
御
衣
を
渡
ら
せ
ら
る
。
こ
れ
を
御
撫
物
と
い
う
。
近
代
の
御

修
法
開
白
の
日
、
御
撫
物
を
渡
ら
せ
ら
れ
、
御
修
法
中
佛
前
の
髙
机
の
上
に
置
く
。
御
結
願
の
後
御
祈
り
奉
行
へ
こ
れ
を
渡
す
。

唱
発
願　
発
願
は
導

一
人
こ
れ
を
唱
う
。
伴
僧
は
一
句
一
句

を
誦
ず
る
な
り
。
澤
方
に
は

を
誦
ず
。

護
持
施
主　

　

此
の
句
二
反

御
産
平
安　

　

此
の
句
二
反

云
息
災
等

　

成
賢
の
指
す
所
、
勝
賢
を

と
云
う
か
。『
秘
抄
』
作
法
の
巻
に
出
す
故
に
。

調
伏
五
壇
法
事

　

此
れ
は
五
大
尊
連
壇
の
法
な
り
。
台
密
雑
修

若
天
台
宗
九
方
便
間

台
家
は
諸
尊
法
台
蔵
に
就
い
て
修
す
る
故
に
「
九
方
便
」
と
い
う
。
自
宗
は
金
界
に
就
い
て
修
す
る
故
に
「
五
悔
」
な
り
。

五
音
ス
ハ
ナ
チ
間

　

ス
ハ
ナ
チ
と
は
、
五
音
よ
り
六
音
ヘ
ウ
ツ
リ
キ
ワ
の
事
そ

キ
ツ
メ
モ
ミ

　

殷
々
急
に
ナ
リ
テ　

サ
ラ

く
サ
ツ
ト
ス
リ
了
を
云
う
。
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一
六

特　別　寄　稿

陀
羅
尼
八

　

ヤ
ク
ヘ
リ

公
家
歳
末
等

　

此
れ
は
晦
日
念
誦
の
事
な
り
。

除
目
御
修
法

ヂ
ョ
モ
ク
と
読
ま
ず
ヂ
モ
ク
と
云
う
読
典
な
り
。
除
目
と
は
官
人
の
転
任
の
こ
と
な
り
。
旧
官
の
目ナ

を
除
き
、
転
任
の
目ナ

を
得
る
故
に

か
云
う
。
除
目
の
御
修
法
は
極
月
に
あ
り
。
此
の
御
修
法
あ
る
こ
と
は
、
官
人
転
任
の
勅
あ
る
時
、
は
か
ら
ず
も
主
上
を
恨
み
奉
る

者
の
あ
り
。
此
の
障
を
除
く
為
な
り
。

読
巻
数
案
也

　

口
の
内
に
て
こ
れ
を
読
む
。

伴
僧
集
会
の
金

　

此
の
金
は
大
壇
の
サ
ハ
リ
を
打
つ
。
承
仕
の
僧
の
役
な
り
。

必
不
然
歟

　

意
は
只
後
夜
の

を
読
ま
し
む
。
冝
し
か
ら
ざ
る
な
り
と
。

T01　紀要47　特別寄稿布施先生縦組　再校.indd   一六 2024/01/29   10:15:10



一
七

訓
下
・
加
註　

作
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元

編
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特　別　寄　稿

〔
作
法
集
〕

　

第
四
十
八　

大
法
外
儀　
ム
イ

建
保
七（
一
二
一
九
）

年
二
月
六
日　

加
陽
院
殿
に
於
い
て　

仁
王
経
法
始
行
せ
ら
る
。
こ
れ
に
付
き
こ
れ
を
記
す
。（
覚
洞
院
の
時
の
作
法
は
聊

か
相
違
の
事
等
あ
る
か
）

　

當
日
の
夕
べ
に
道
場
荘
厳
畢
り
開
白
の
時
始
行
せ
ら
る
。（
時
戍
半
な
り
）

　

伴
僧
二
十
人
、
皆
参
ず
（
浄
衣　

表
袴　

裳　

袈
裟
は
五
条
。
或
は
平
袈
裟
こ
れ
を
着
す
べ
き
か
。
今
度
は
五
帖
な
り
）

　

次
に
大
阿
闍
梨
上
堂
。
三
衣
箱
隨
身
（
伴
僧
こ
れ
を
持
つ
）
浄
衣
平
袈
裟
、
表
袴
に
て
暫
く
下
座
に
着
く
。（
三
衣
を
持
つ
伴
僧
、
幔

内
に
入
り
、
脇
机
に
こ
れ
を
置
く
。
結
願
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
取
ら
ず
）

　

此
の
時
に
金
を
打
つ
。
金
了
っ
て
礼
盤
に
登
り
、
前
方
便
等
常
の
如
し
。
三
力
の
金
の
後
伴
僧
二
十
人
各
経
を
読
む
。（
佛
眼
の
真
言

誦
せ
ず
）
暫
く
読
経
の
後
下
番
十
人
退
出
。
大
阿
闍
梨
振
鈴
の
後
、
護
摩

権
大
僧
都
光
寳
座
を
起
つ
。（
其
の
作
法
別
に
記
す
）

　

次
に
十
二
天
壇
権
少
僧
都
行
厳
同
じ
く
座
を
起
ち
進
み
寄
る
。

 

朱
曰
く

の
中
間
神
供

任
賢
ア
サ
リ
起
座
こ
れ
を
勤
む

　

大
阿
闍
梨
散初
中
後
三
ヶ
度

念
誦
の
間

小
壇
等
の
所
作
了
り
本
座
に
着
す
。
大
阿
闍
梨
読
経
畢
っ
て
下
番
の
金
を
催
す
。（
橦
木
を
も
っ
て
脇
机

を
鳴
ら
し
承
仕
を
召
す
べ
し
。云　　
云　

但
し
今
度
は
大
ア
サ
リ
下
座
に
お
い
て
読
経
。
仍
ち
阿
闍
梨
の
形
勢
を
伺
っ
て
伴
僧
承
仕
を
召
す
な

り
）
金
を
打
つ
の
間
下
番
漸
く
参
る
。（
駈
仕
の
法

を
も
っ
て
金
以
前
に
漸
く
こ
れ
を
催
す
な
り
）

　

下
番
皆
参
ぜ
し
後
、
一
字
金
こ
れ
を
打
つ
。（
覚
洞
院
の
時
此
の
金
こ
れ
無
く
、
伴
僧
一
字
の
真
言
を
誦
え
ず
。
仁
和
寺
に
も
こ
れ
無
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一
八

特　別　寄　稿

き
か
。
今
度
此
れ
を
加
え
行
ぜ
ら
れ
了
る
。

　

此
の
時
伴
僧
読
経
を
止
め
て
一
字
真
言
こ
れ
を
誦
ず
。

　

次
に
後
鈴　

讃
（
下
座
こ
れ
を
出
し
了
る
）

向
方
便
後
金
一
打
。
下
番
上

（
覚
遍
大
法

）
経
を
取
り
発
願
并
四
弘
一
切
諷

誦
云　

　

云
。
大
阿
闍
梨
金
一
打
。
下
番
同
時
に
読
経
。

　

次
に
大
阿
闍
梨
上
番
退
出
了
る
。（
経
に
於
い
て
は
皆
各
机
に
留
め
置
き
了
る
。
下
番
座
を
動
ぜ
ず
読
経
了
る
。）

　

次ツ
ギ
ツ
ギ々

の
時
に
は
大
阿
闍
梨
、
神
分
の
時
に
金
一
打
。
其
の
時
上
番
の
下

尊
祐
阿
闍
梨

向
を
申
ぶ
。（
覚
洞
院
の
時
は
発
願

向
一

人
に
て
こ
れ
を
行
ず
か
）

向
了
っ
て
大
阿
闍
梨
金
二
打
、
令
法
久
住
等
例
の
如
し
。
其
の
時
下
番
退
出
了
る
。
後
夜
、
日
中
に
下
番

発
願
（

立
座
の
後
、
聖
天
壇
憲
深
律

座
を
起
ち
進
み
寄
に
作
法
常
の
如
し
。）

　

至
心
発
願　

転
読
般
若　

功
德
威
力　

天
衆
地
類

　

倍
増
法
樂　

聖
朝
安
穏　

天
下
泰
平　

護
持
仙
院

　

玉
体
安
穏　

増
長
宝
寿　

院
内
安
穏　

諸
人
快
楽

　

乃
至
法
界　

平
等
利
益

四
弘　
　

一
切
諷
誦

上
番
の

向　
（
開
白
の
時
は
こ
れ
無
し
）

　

所
修
功
德　

向
三
宝
願
海　

向
天
衆
地
類

　

向
聖
朝　

所
修
功
德　

向
護
持
仙
院

　

玉
体
安
穏　

増
長
宝
寿　

向
天
下　

施
法
界
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一
九

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿
　

向
無
上
大
菩
提

◦
結
願
作
法

　

當
日
牛
一朱
云

尅
伴
二
十
人
皆
平
袈
裟
こ
れ
を
着
す
。

僧
皆
参
ず
。（
下
番
に
於
い
て
は
結
願
の
時
以
前
に
各
相
替
て
退
出
し
て
、
結
願
の
始
ま
ら
ざ
る
の
以
前
に
皆
参
ず
る

な
り
。
今
度
こ
の
如
し
云　

　

云
）
例
の
如
く
日
中
の
時
を
行
ぜ
ら
る
。

（
作
法
常
の
如
く
結
願
の
事
由
、
神
分
等
後
供
養
こ
れ
を
行
ず
。
常
の
如
し
）

但
伴
僧
皆
参
ず
る
の
後
、
承
仕
張
文
を
放
ち
て
硯
に
相
加
う
。
大
阿
闍
梨
よ
り
次
第
に
伴
僧
皆
巻
数
を
注
せ
し
め
了
っ
て
、
惣
数
都
合

を
勘
え
計
っ
て
の
後
巻
数
に
書
き
入
れ
し
む
。
巻
数
は
以
前
よ
り
内
々
に
こ
れ
を
書
き
儲
く
な
り
。
其
の
後
當
座
に
こ
れ
を
封
じ
、
又

巻
数
の
案
に
部
数
同
じ
く
書
き
加
え
て
、
案
文
を
巻
数
に

さ
み
承
仕
に
給
う
。（
今
度
浄
尊
ア
サ
リ
こ
れ
を
書
き
入
る
）

承
仕
大
幔
の
内
に
入
り
、
巻
数
を
大
壇
の
傍
に
立
て
、
案
文
を
脇
机
に
置
き
了
え
、
其
の
後
時
を
始
め
ら
れ
了
る
時
、
大
阿
闍
梨
下
座

に
着
す
。

次
に
庇
の
間
の
御
簾
こ
れ
を
上
げ
る
。（
蔵
人
二
人
こ
れ
を
上
げ
る
か
）

次
に
公
郷
着
座

次
に
出
御　
（
奉
行
案
内
申
す
か
）

次
に
幔
こ
れ
を
上
ぐ
（
大
ア
サ
リ
傍
の
一
同
な
り
）

次
に
勧
賞
こ
れ
を
仰
ぐ
（
今
度
當
座
の
賞
こ
れ
無
し
）

次
に
御
加
持
（
作
法
常
の
如
し
）
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二
〇

特　別　寄　稿

※
こ
の
註
が
次
の
「
付
両
界
別
尊
」
の
処
に
あ
る
。
即
ち
「
御
馬
引
か
れ
る
、

置
馬
に
御
隨
身
二
人
、
西
よ
り
中
門
に
て
こ
れ
を
引
く
」

次
に
御
布
施
并
び
に
御
馬
引
か
れ
了
る

次
に
各
布
施
を
持
ち
退
去
し
了
る
。

當
座
の
賞
無
き
時
は
、
出
御
の
後　

後
加
持　

こ
れ
を
始
む
云　

　

云　

今
度
此
の
如
し
。

俗
名
等
追
っ
て
尋
ね
注
す
べ
し
。

廃
忘
の
為
筆
を
馳
せ
了
る
。
後
日
首
尾
調
え

清
書
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

金
剛
佛
子　

憲
深

今
度
伴
僧

座
主　

大
僧
都
光
宝
（
護
摩
）

行
厳
僧
都
（
十
二
天
）　

実
覚
法
眼

定
運
律

　
　
　
　
　

全
賢
律

深
賢
律

　
　
　
　
　

憲
深
律

杲
運
入
寺　
　
　
　
　

任
賢
阿
闍
梨
（
神
供
）

尊
祐
阿
闍
梨
（

向
）

　

已
上
上
番
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二
一

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

覚
遍
大
法

（
発
願
）　

成
信
大
法

良
賢
阿

梨　
　
　
　

継
賢
阿

梨

孝
賢
阿

梨　
　
　
　

公
厳
大
法

厳
実
大
法
　
　
　
　

浄
尊
阿
闍
梨

心
海
大
法

　
　
　
　

憲
深
内
供

　
　

已
上
下
番

〔
伝
授
要
意
〕

　
　

大
法
外
儀　
ム
イ

　

此
の
次
第
は
、
憲
深
の
手
記
故
に
注
し
て
ム
イ
と
云
う
。
予
の
本
な
れ
ば
私
傳
な
り
。
或
る
本
に
は
ム
イ
と
云
う
故
、
下
の
イ
は
異
本

付
な
り
。

　

凡
そ
大
法
に
二
有
り
。
謂
く
行
法
の
大
法
、
外
儀
の
大
法
な
り
。
行
法
の
大
法
は
両
部
次
第
な
り
。
外
儀
の
大
法
は
、
伴
僧
二
十
人
、

或
い
は
十
六
人
、
1

大
壇
、
護
摩
壇
、
十
二
天
壇
、
聖
天
壇
こ
れ
を
建
立
す
る
。
厳
儀
の
御
修
法
な
り
。
此
の
次
第
は
外
儀
の
大
法
を
記

す
る
な
り
。

加
陽
院
殿　
加
は
略
、
賀
に
作
る
べ
し
。
一
本
に
は
髙
に
作
る
。
此
の
本
好
し
。
光
宝
の
仁
王
経
法
の
行
儀
も
高
陽
院
殿
と
云　

　

云
。
若
し

高
陽
院
な
ら
ば
里
内
裏
隨
一
、
高
倉
通
正
親
町
西
へ
入
る
処
な
り
。

表
袴　

袴
の
字
タ
ス
ギ
ア
マ
レ
リ　

袴
な
り
。
密

袴
を
著
す
る
こ
と
由
来
、
尚
し
実
恵
の
唐
僧
に
送
る
に
、
白
綾
の
上
へ
袴
中
袴
を

T01　紀要47　特別寄稿布施先生縦組　再校.indd   二一 2024/01/29   10:15:15



二
二

特　別　寄　稿

以
っ
て
す
。

裳　
　

裳
と
は
知
り
難
し
。

承
仕
打
金
と
は
、
大
壇
の
サ
ハ
リ
三
十
六
打
つ
な
り
。

又
巻
数
案　

立
て
文
に
し
て
枝
に
結
び
付
け
て
、
大
壇
の
東
に
立
て
る
。

〔
作
法
集
〕

　

第
四
十
九　

付
両
界
行
別
尊
の
事

　
　

内
題　

金
剛
界
に
つ
い
て
愛
染
王
を
行
ず
る
事

　

例
の
道
場
観
畢
っ
て
「
大
日
如
来
の
心
月
輪
の
上
に

字
あ
り
。
変
じ
て
熾
盛
日
輪
と
な
る
。
日
輪
の
中
に

字
あ
り
。
変
じ
て
五

古
と
な
る
。
五
古
変
じ
て
金
剛
愛
染
明
王
と
な
る
」。
儀
形
常
の
如
し
。

次
に
勧
請
の
句

　

金
剛
愛
染
大
明
王　

三
十
七
尊
諸
聖
衆

◦
礼
佛
句　
（
四
摂
句
の
次
こ
れ
を
加
う
）

　
　

ビ
チ
ャ
ア
ラ
ン
ジ
ャ　

三
反

本
尊
加
持

◦
大
日　

◦
次
に
本
尊
こ
れ
を
加
う
。　

◦
讃
（
四
智
）

◦
正
念
誦
（
本
尊
ば
か
り
）
◦
散
念
誦
（
隨
意
）
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二
三

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

◦
胎
蔵
界
に
付
き
不
動
を
行
ず
る
事

　
　

此
れ
に
様
々
あ
り
。
暫
く
一
様
に
付
く
。

道
場
観
例
の
如
く
了
り
、
大
日
心
月
輪
の
中
に

字
あ
り
、
変
じ
て
智
釼
と
な
る　

智
釼
反
じ
て
不
動
明
王
と
な
る　
（
儀
形
常
の

如
し
）

大
日
如
来
不
動
の
三
摩
地
に
入
る
と
観
ず
べ
き
な
り

◦
勧
請
句

本
尊
聖
者
不
動
尊

四
大
八
大
諸
忿
怒

◦
礼
佛
句　
（
不
動
句　
三
反
）

◦
本
尊
加
持

　

先
ず
大
日　

次
に
不
動
（
慈
救
呪　

釼
印　

独
古
印
、
火
界
）

◦
讃　
（
心
略　

不
動
讃
）

◦
正
念
誦　
（
本
尊　

慈
救
）

◦
散
念
誦
（
意
に
隨
い
）
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二
四

特　別　寄　稿

〔
伝
授
要
意
〕

　
　

両
界
行
に
付
き
別
尊
の
事

　
1

此
の
次
第
は
成
賢
の
記
な
り
。
愛
染
、
不
動
の
二
尊
を
挙
げ
て
余
尊
を
准
せ
ら
る
な
り
。

　

金
剛
界
に
付
き
愛
染
王
法
を
修
す
る
時
は
、
所
変
次
の
不
動
に
准
せ
ば
、
大
日
如
来
愛
染
の
三
摩
地
に
入
る
と
観
ず
べ
き
義
な
り
。

『
2

幸
心
抄
』
に
三
説
あ
る
中
の
第
二
説
の
意
な
り
。
大
日
の
心
月
輪
の
上
に
当
尊
の
三
昧
耶
を
観
ず
る
故
な
り
。

正
念
誦　

本
尊
許　
大
法
に
就
き
修
す
る
時
、
先
ず
大
日
、
次
に
本
尊
と
修
す
る
こ
と
こ
れ
あ
り
。
今
こ
れ
を
簡
ぶ
。

註
1 

こ
の
処
に
第
四
十
八
「
大
法
外
儀
」
の
「
御
馬
被
引
」
の
註
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
此
度
は
「
大
法
外
儀
」
に
戻
し
て
記
述
し
た
。

註
2 

『
幸
心
抄
』　

憲
深
口
説　

親
快
記
と
さ
れ
る
同
書
巻
第
一
に
、「
諸
尊
道
場
観
廣
略
の
事
」
の
一
項
中
に
三
重
の
廣
略
が
述
べ
ら
れ
る
。
即
ち　

先

ず
一
、
地
水
火
風
空
、

五
字
を
も
っ
て
一
世
界
を
建
立
す
。
其
の
上
に
宮
殿
楼
閣
等
こ
れ
を
観
ず
。
其
の
上
に
月
輪
三
昧
耶
形
こ
れ

を
観
ず
。
本
尊
観
成
る
。
是
れ
廣
博
の
義
な
り
。

 

　

次
ぎ
に
壇
上
に

字
等
あ
り
。
宮
殿
と
な
る
。
内
に
月
輪
あ
り
。
種
子
と
な
る
。
種
子
変
じ
て
本
尊
と
な
る
。
是
れ
中
品
義
な
り
。

 

　

次
に
前
に

字
等
あ
り
。
乃
至
胸
中
に

あ
る
を
観
ず
。（
正
蔵
78
七
二
〇
ｃ
）

 

　

右
の
中
品
の
説
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
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二
五

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

〔
作
法
集
〕

　

第
五
十　

知
元
辰
法

　
　

内
題　

知
元
辰
法

　
　
　

略
頌

　

陽
命　

前　
　

一
衝チ
ャ
ウ　

　

為
元
辰

　

陰
命　

後　
　

一
衝　
　

為
元
辰

　

仮
令

貪　

陽
子
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
未
に
在
り　

武

巨　

陰
丑
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
辰
に
在
り　

破

禄　

陽
寅
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
酉
に
在
り　

文

文　

陰
卯
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
申
に
在
り　

廉

廉　

陽
辰
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
亥
に
在
り　

巨

武　

陰
巳
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
戌
に
在
り　

禄

破　

陽
午
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
丑
に
在
り　

巨

武　

陰
未
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
子
に
在
り　

貪

廉　

陽
申
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
卯
に
在
り　

文

文　

陰
酉
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
寅
に
在
り　

禄
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二
六

特　別　寄　稿

禄　

陽
戌
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
巳
に
在
り　

武

巨　

陰
亥
年
生
れ
の
男
女
の
元
辰
は
辰
に
在
り　

廉

　
　
　

已
上
こ
れ
を
陽
八
陰
六
と
い
う

　
　

元
辰
供
作
法

仮
令
ば
甲
子
歳
生
れ
の
人　

甲
子
日
こ
れ
を
供
ず
。（
余
は
以
っ
て
こ
れ
に
准
ず
）

陽
命
（
子
寅
辰
午
申
戌
）
前
一
衝
（
謂
く
子
の
年
の
者
、
丑
を
も
っ
て
前
一
と
謂
う
。
衝
と
は
未
な
り
未
方
の
佛
菩
薩
天
等
を
供
養
す
る

な
り
。）

陰
命
（
丑
卯
巳
未
酉
亥
）
後
一
衝
（
丑
年
の
者
は　

後
一
は
子
な
り
。
衝
と
は
午
な
り　

午
の
方
の
佛
菩
薩
天
等
を
供
養
す
る
な
り
）

二
は
属
星
（
北
斗
七
星
中
所
属
の
星
な
り　

仮
令
ば
子
年
生
れ
の
人
は
貪
狼
星
な
り
）

三
は
當
年
行
年
所
属
神　
（
火
羅
図
に
見
ゆ
）

　

已
上
加
司
馬
の
所
伝
一
世
人
元
辰
云　

　

云

　

不
同
の
所
前
一
衝
後
一
衝
を
い
ま
だ
知
ら
ざ
る
な
り
。
秘
し
て
以
っ
て
こ
れ
を
伝
う
る
な
か
れ

　

凡
そ
、
子
年
の
人
は
微
妙
声
菩
薩
、
貪
狼
星
に
奉
仕
す

丑
年
の
人
は
陀
羅
尼
菩
薩　

巨
門
星
に
奉
仕
す
。

寅
年
の
人
は
龍
樹
菩
薩　

禄
存
星
に
奉
仕
す
。

卯
年
の
人
は
藥

佛　

文
曲
星
に
奉
仕
す
。

辰
年
の
人
は
文
殊

利
菩
薩　

廉
貞
星
に
奉
仕
す
。
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二
七

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

巳
年
の
人
は
地
蔵
菩
薩　

武
曲
星
に
奉
仕
す
。

午
年
の
人
は
栴
檀
香
佛　

破
軍
星
に
奉
仕
す
。

未
年
の
人
は
摩
利
支
天
菩
薩　

武
曲
星
に
奉
仕
す
。

申
年
の
人
は
観
世
音
菩
薩　

廉
貞
星
に
奉
仕
す
。

酉
年
の
人
は
阿
弥
陀
佛　

文
曲
星
に
奉
仕
す
。

戌
年
の
人
は
得
大
勢
至
菩
薩　

禄
存
星
に
奉
仕
す
。

亥
年
の
人
は
弥
勒
菩
薩　

巨
門
星
に
奉
仕
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
す
る
所
此
の
如
し
云　

　

云

〔
伝
授
要
意
〕

『
簠
簋
口
伝
抄
』
下
（
十
七
丁
）
に
云
わ
く
。「
元
辰
星
と
は

初
る
時
の
星
な
り
」
已　

　

上　
1

私
に
云
わ
く
、
詫
胎
の
時
の
星
か
。
本
命
と

元
辰
と
は
、
陰
陽
の
守
護
な
り
。
本
命
陽
な
れ
ば
元
辰
は
必
ず
陰
な
り
。
本
命
陰
な
れ
ば
元
辰
は
必
ず
陽
な
り
。『
印
融
抄
』
に
「
陰
陽

二
星
二
気
を
下
し
て
赤
白
二
渧
和
合
と
」。
此
れ
邪
説
不
可

陽
命
前
ヵ
一
衝　

為
元
辰

　

元

按
ず
る
に
、
印
融
和
上
の
抄
に
准
ぜ
ば
、
前
一
衝
と
云
う
故
に
、
今
の
本
上
に
付
す
る
は
不
可
な
り
。
後
こ
れ
に
准
ず
。

陽
命　
と
は
、
陽
の
本
命
と
云
う
事
な
り
。
言
は
ば
陽
の
本
命
の
前
を
元
辰
と
為
る
意
な
り
。
陰
命
こ
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。
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二
八

特　別　寄　稿

子
の
年
の
人
は
、
本
命
陽
の
故
前
一
衝
に
し
て
元
辰
未
に
あ
り
。
武
曲
星
な
り
。
子
よ
り
順
に
算
え
て
八
ツ
目
未
な
り
。
故
に
陽
八
と
云
う
。

丑
の
年
の
人
は
本
命
陰
の
故
に
、
後
一
衝
に
し
て
、
元
辰
午
に
あ
り
。
破
軍
星
な
り
。
丑
よ
り
順
に
算
え
て
六
ツ
目
午
な
り
。
故
に
陰
六

と
云
う
。

未
方
佛
菩
薩
天
等
供
養
也

　

此
れ
は
我
が
住
所
よ
り
未
の
方
に
當
て
、
霊
佛
霊
社
を
供
養
す
れ
ば
、
別
し
て
擁
護
あ
る
な
り
。云　　
云

三
者
當
年
行
事
所
属
神　
此
れ
は
當
年
星
な
り
。

見
火
羅
図　
一
行

の
「
梵
天
火
羅
図
」
こ
の
中
に
當
年
属
星
の
配
属
あ
り
。

午

北

南

子

巳

亥

辰

戌

卯

西

東

酉

寅

申

丑

未
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二
九

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

加
司
馬　
誰
人
か
未
だ
考
せ
ず
。

註
1 
朱
書
に
て
「
カ
月
」　

動
潮
僧
正

〔
作
法
集
〕

　

第
五
十
一　

葬
法

　

内
題　

真
言
宗
に
付
い
て
葬
所
を
取
る
事

先
ず
其
の
地
を
苅
り
拂
う
。
次
に
三
部
、
被
甲
。

次
に
袈
裟
の
角
を
解
い
て
地
に
敷
い
て
、
袈
裟
の
四
角
に

を
立
つ
。
即
ち
袈
裟
を
取
っ
て
中
の

を
立
て
よ
。

次
に
袈
裟
を
着
け
申
し
て
云
わ
く
。

　

夫
れ
大
海
に
袈
裟
を
浮
べ
れ
ば
、
金
翅
鳥
王
龍
を
害
す
る
こ
と
莫
し
。
大
地
に
袈
裟
を
敷
け
ば
、
堅
牢
地
神
人
に
祟
る
こ
と
無
し
。

故
に
今
此
の
地
内
に
解
脱
幢
相
の
福
田
衣
を
敷
い
て
、
不
生
寂
滅
の
三
摩
地
を
乞
う
。
願
わ
く
は
地
天
并
に

属
必
ら
ず
祈
精
に
答
え

給 

え
。

　

或
い
は
胎
蔵
驚
発
地
神
の
真
言
よ
り
持
地
ま
で
こ
れ
を
行
ず
べ
し
。
或
い
わ
甘
露
の
真
言
を
誦
じ
て　

五
穀
粥
を
供
ず
べ
し
。

　

次
に
散
供
を
加
持
し
て
普
供
養
の
真
言
を
誦
じ
て
運
心
供
養
を
成
し
て
こ
れ
を
祈
供
す
べ
し
。

　

敬
っ
て
堅
牢
地
天
五
帝
龍
王
諸
大

属
に
驚
か
し
申
し
て
云
く
、
生
所
死
所
は

魔
法
王
の
鏡
に
浮
び
生
時
死
時
は
五
道
大
神
の
札
に

見
え
た
り　

我
が
生
ず
る
所
は
冥
官
こ
れ
を
注
し
、
我
が
埋
む
墓
は
死
王
こ
れ
を
記
す　

我
れ
本
よ
り
墓
を
好
む
に
非
ず　

人
類
甚
だ
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三
〇

特　別　寄　稿

う
所
な
り　

仍
っ
て
果
報
の
感
ず
る
所
天
然
の
為
す
所
な
り　

然
れ
ば
則
ち
地
神

属
等
正
理
を
察
し
て
祟
り
を
止
め
給
え　

堅
牢
地
天

は
大
日
如
来
の
分
身
諸
佛
の
導

な
り　

万
法
の
根
源
衆
生
の
父
母
な
り　

故
に
秘
密
真
言
の
加
持
力
を
以
っ
て　

種
々
無
辺
の
供
養
雲

海
を
雨
し
て　

周
遍
法
界
の
地
神
に
供
養
す　

一
子
の
慈
悲
を
垂
れ
て
事
理
の
供
養
を
受
け
給
え　

法
樂
荘
厳
隨
喜
悦
与
の
下モ
ト

に
は　

弟

子

属
并
び
に
葬
所
安
穏　

太
平
に
守
護
し
給
え

　

抑
々
尊
霊
佛
法
に
遇
っ
て
薫
修
年
尚
し　

加シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

之　

曵
覆
の
真
言
を
も
っ
て
六
道
の
衢
を
離
れ　

呪
砂
の
功
力
に
依
っ
て
十
方
浄
土
に
生

ず　

旁
々
往
生
極
樂
頓
證
菩
提
更
に
疑
う
べ
き
に
非
ず　

傳
え
聞
く　

一
切
衆
生
は
法
性
真
如
の
都
を
出
で
て　

五
道
生
死
の
泥
に
入
り　

阿
字
本
不
生
の
理
を
悟
っ
て
大
涅
槃
の
道
に
趣
く　

誠
な
る
哉
人
の
死
に
帰
す
る
は
佛
の
涅
槃
の
相
な
り　

涅
槃
と
は
果
中
の
果
な
り　

地
を
掘
っ
て
墓
を
作
す
は
是
れ
土
塔
の
形
な
り　

土
塔
の
上
に
卆
都
婆
を
立
つ
る
は
是
れ
果
中
の
果
な
り　

卆
都
婆
と
は
五
大
所
成
な
り　

佛
界
の
五
大
と
衆
生
の
五
大
と
差
別
無
き
を
も
っ
て　

別
し
て
一
の
卆
都
婆
を
立
つ
る　

是
を
佛
界
衆
生
界
一
時
成
佛
と
名
づ
く　

故
に

三
世
の
諸
佛
は
常
に
亡
魂
の
舍
利
を
守
り　

十
二
大
天
は
定
ん
で
孝
子
の
頂
上
を
摩
で
給
わ
ん　

塔
婆
の
功
德
を
も
っ
て
自オ
ノ

か
ら
沙
羅
林

と
成
し　

真
言
の
加
持
力
に
依
っ
て
常
寂
光
を
隔
て
ざ
ら
ん　

故
に
経
に
云
わ
く　

毘
盧

那
の
性
は
清
浄
な
り　

三
界
五
趣
体
皆
同
じ

と
文
り　

こ
れ
に
依
っ
て
堅
牢
地
神
は
こ
れ
を
載
せ
て

属
の
諸
神
は
こ
れ
を
守
る　

孝
子

属
子

孫

に
至
る
ま
で　

地
味
を
増
長

し
福
德
を
円
満
せ
ん　

仍
て
重
ね
て
法
樂
荘
厳
離
業
證
果
の
為
に　

般
若
心
経
并
び
に
九
条
錫

こ
れ
を
誦
す
べ
し

　

祈
願
を
起
去
了
る

　

幤
五
本　

散
供
一　

折
敷　

五
穀
粥

　
　
　

已
上　

仁
海　

覚
源
（
宮
僧
正　

花
山
法
王
の
息
）
覚
俊
（
宮
阿
サ
リ　

式
部
郷
宮
ノ
息
）
厳
覚
（
勧
修
寺
相
伝
な
り
）
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三
一

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

•
葬
送
作
法

　

先
ず
閉
眼
の
後
着
す
る
と
こ
ろ
の
衣
服
の
面
て
、
并
に
綿
畳
に
こ
れ
を
取
り
去
り
、
只
単
物
こ
れ
を
覆
う
。
畳
の
面
こ
れ
を
放
ち
て
薦

并
に
裏
を
こ
れ
を
取
り
去
る
。
若
し
本
よ
り
莚
に

さ
ば
、
下
の
畳
こ
れ
を
取
り
去
る
べ
し
。

次
に
枕
を
返
す　
（
本
よ
り
頭
北
面
西
な
ら
ば
こ
れ
を
返
す
べ
か
ら
ず
。
或
は
枕
返
、
沐
浴
の
後
こ
れ
を
作
す　

或
は
入
棺
の
時
こ
れ

を
作
す
）

次
に
葬
送
に
至
る
ま
で
、
常
の
如
く
膳
を
供
ず
べ
し
。

次
手
水

次
に
着
服
の
人
吉
日
時
を
も
っ
て
服
衣
す
（
吉
日
無
け
れ
ば
葬
送
以
後
吉
日
を
撰
び
こ
れ
を
着
す
）

次
に
入
棺
の
期
に
先
ず
沐
浴
す
。
死
人
吉
日
方
（
勘
文
に
依
る
べ
し
）
の
水
を
取
っ
て
、
大
瓦
気
に
盛
り
、
折
敷
に
こ
れ
を
居
き
、
樒
一

枝
こ
れ
を
具
す
。（
或
は
竹
の
枝
を
用
う
）
役
人
は
亡
者
の
傍
に
侍
っ
て
水
を
持
つ
人
の
号ナ

を
召
せ
二
ヶ
度　

其
の
後
答
て
こ
れ
を
持

参
す　

役
人
樒
を
以
っ
て
こ
れ
に
洒
ぐ
三
ヶ
度
計　

或
る
記
に
云
わ
く
（
先
ず
二
足　

左
右
脇
背　

次
に
面
な
り
）

次
に
御
棺
に
入
る　

嫡
子
の
吉
方
よ
り
こ
れ
を
持
参
す
。（
生
気
養
者
の
方
な
り　

丑
寅
方
頗
る

り
あ
る
か
）

次
に
入
棺　
（
近
習
の
人
こ
れ
に
役
す
。
用
意
す
べ
し
）

　

莚
に

せ
な
が
ら
こ
れ
を
舁
い
て
棺
に
入
れ
る
。
莚
廣
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。

次
に
浄
衣
等
を
着
せ
し
む

　

男オ
ン

な
ら
ば
男
の
衣
服　

枕　

弓
箭　

太
刀　

墨
筆
、
女
な
ら
ば
女
の
衣
服　

枕　

墨
筆　

針
筥
こ
れ
を
入
れ
る　

各
衣
服
は
逆
に
こ
れ

を
入
れ
る　

當
時
に
逆
に
こ
れ
を
入
れ
る
は
、
冥
途
に
は
順
に
な
る
云　

　

云
。
此
の
物
具
等
は
如
法
の
物
に
非
ら
ず　

形
の
如
く
こ
れ
を
作
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三
二

特　別　寄　稿

る　

又
土
砂
を
加
え　

引
覆
こ
れ
を
覆
う　

嫡
子
の
人
形
こ
れ
を
入
れ
る　

或
は
人
の
意
樂
に
任
す
。

　

頭
方
に
は
阿
弥
陀　

隋
求　

尊
勝
陀
ラ
ニ　

左
の
方
は
宝
　

宝
楼
閣
真
言　

右
方
に
は
観
音　

勢
至
真
言

次
に
棺
の
蓋
を
覆
い
打
ち
付
け
べ
か
ら
す

次
に
棺
を
白
布
二
段
を
も
っ
て
こ
れ
を
結
ぶ　
（
其
の
結
び
様
別
に
あ
り
）

次
に
嫡
子
の
吉
方
よ
り
こ
れ
を
出
す　
（
塞
り
方
を
除
く
べ
し
）

　

後
よ
り
舁
人　

足
を
も
っ
て
近
辺
の
畳
を
返
し
て
其
の
後
竹
菷
を
も
っ
て
こ
れ
を
拂
う

次
に
門
外
に
出
で
て
素
服
を
着
す

　

吉
日
無
く
し
て
未
だ
着
服
せ
ず
ん
ば
今
夜
素
服
を
着
す
べ
か
ら
ず
。
嫡
子
等
素
服
を
着
す
る
事
は
必
ら
ず
門
外
に
出
で
ず　

便
冝
の

所
に
て
こ
れ
を
着
す　

帯
は
藁
縄
を
用
う
。

次
に
車
を
寄
す　
（
雨
皮　

下
　

生
絹
を
用
う　

或
は
古
を
用
う
）

　

棺
の
頭
の
方
を
前
に
し
て
結
緒
の
四
の
端
を
前
後
の
板
の
左
右
の
牙
形
に
結
び
付
け
よ
（
或
る
記
に
は
車
の
坪
立
の
穴
に
付
く
）

は

車
の
ノ
キ

に
こ
れ
を
懸
く
。

次
に
車
を

む
こ
と
雨
皮
を
覆
う
が
如
く
せ
よ
。
車
の
輪
并
に
長
柄
等
同
じ
く
こ
れ
を

む　

次
々
の
人
は
こ
れ
を

ま
ず　

を
返
し

て
こ
れ
を
懸
る
事
謬
説
な
り
。

先
ず
念
佛
僧　

次
に
黄
な
る
幡
を
こ
れ
を
捧
ぐ
。（
光
明
真
言
を
書
く
。
若
し
は
宝
楼
閣
明　

次
々
の
人
者
棺
の
前
き
の
方
に
は
こ
れ
を

む
次
に
前
火
の
役
人
は
蒿
沓
を
着
ハ
キ
ナ
ガら
御
所
に
入
っ
て　

御
枕
の
上
の
燈
を
付
け
て
退
出

T01　紀要47　特別寄稿布施先生縦組　再校.indd   三二 2024/01/29   10:15:24



三
三

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

次
に
御
車
門
を
出
る

次
に
孝
子
等

次
に
墓
所
の
鳥
居
南
に
向
う　

墓
所
に
至
る
の
時
迎
火
こ
れ
あ
り　

前
駈
の
炬
火
こ
れ
を
消
す　

前
駈
は
一
人
若
は
九
人
乃
至
三
人
な

り
。
若
し
は
松
を
外
に
指
し
出
す
。
平
生
の
人
は
各
内
に
こ
れ
を
炬ト
ボ

す
。
迎
火
は
同
じ
く
引
き
返
し
、
鳥
居
の
許
に
指
し
て
こ
れ
を
消

す
。
前
火
は
一
の
鳥
居
の
内
に
入
り
葬
所
の
艮
ウ
シ
ト
ラの
角
に
立
つ
（
火
の
方
北
に
向
う
べ
し
。
木
二
筋
こ
れ
を
結
ん
で
こ
れ
を
懸
く
）

　

次
に
鳥
居
の
前
に
出
て
牛
を
放
つ
（
導

は
西
、
呪
願
は
東
に
こ
れ
在
り
）
牛
を
も
っ
て
導

に
給
い
車
を
も
っ
て
呪
願
に
給
わ
る
。

車
を
も
っ
て
挙
物
と
な
る
時
は
鞦
シ
リ
ガ
イを
も
っ
て
呪
願

に
給
わ
る
。

　

次
に
玉
殿
に
渡
り
奉
る
。

　

男
は
棺
計
り
こ
れ
を
渡
す
。
女
は
車
を
掻カ

き
放
つ
て
こ
れ
を
渡
す
。

　

次
に
供
膳　
（
倍
膳
女
房
の
役
云　

　

云
。
只
近
習
の
人
こ
れ
を
役ツ
ト

む
べ
し
。
御
膳
の
体テ
イ

参
る
こ
と
常
の
御
料
倍
膳
の
人
の
如
し
。
箸
を
立
て

持
参
す
。
其
の
人
一
筋
を
立
て
て
、
一
筋
を
御
飯
の
上
に
横
サ
マ
に
こ
れ
を
置
く
）

　

次
に
御
手
水　

手
洗
の
両
角
を
亡
者
に
向
け
て　

楾
ハ
ン
ソ
ウの
蓋
こ
れ
を
去ノ

け
て　

水
少
し
手
洗
に
入
れ
る
。

　

次
に
棺
を
火
炉
に
安
ん
ず
。（
頭
は
北
）
役
人
冐ボ
ウ

額カ
ク

あ
る
べ
し
。（
白
絹
の
四
方
な
る
を
筋
違
え
て
額
に
当
つ
る
）
本
よ
り
呂
の
底
に
薦

を
敷
く
。

　

次
に
枕
木
三
枚
（
大
な
る
円
切
り
な
り
。
或
は
二
支
な
り
）
其
の
間
薪
炭
藁　

其
の
上
に
莚
こ
れ
を
敷
く
。
其
の
上
に
打
敷
の
如
く
三

幅
両
面
に
し
て
こ
れ
を
敷
く
。
其
の
上
に
棺
を
居
え
よ

　

次
に
蓋
を
開
ら
き

引
き
上
げ
て
薪
を
着
し
て
棺
の
蓋
こ
れ
を
覆
う
。
棺
の
蓋
と
身
と
相
い
去
る
事
一
尺
計
り
。
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三
四

特　別　寄　稿
　

次
に
火
を
付
け
る
。（
先
ず
丑
寅
、
次
に
辰
巳
、
次
に
未
申　

次
に
乾
、
或
は
戌
亥
未
申
辰
巳
丑
寅
凡
そ
此
の
間
丑
寅
の
角
を
渡
ら
ず
）

　

次
に
葬
畢
っ
て
先
ず
爐
を
破
却
す
。
次
に
水
を
も
っ
て
火
を
滅
し
、
重
ね
て
酒
を
も
っ
て
火
を
滅
す
。

　

次
に
骨
を
拾
い
了
り
瓶
子
に
入
れ
る
。

（
折
敷
の
上
に
紙
を
敷
き
箸
を
置
く
。
人
々
の
前
に
置
け
。
此
の
瓶
子
に
兼
ね
て
土
砂
を
入
れ
る
べ
し
）

　

次
に
呪
砂
を
以
っ
て
其
の
上
に
散
ず
。

　

次
に
火
屋
を
破
り
、
墓
を
突
か
し
む
。

　

次
に
卆
都
婆
を
立
て
、
釘
拔
等
を
作
す
暁
の
間
に
及
ぶ　

挙
げ
物
等
を
焼
か
し
む
。（
亡
者
の
身
に
近
き
物
并
び
に
車
等
な
り
）　

火
屋

の
丑
寅
の
角
に
於
い
て
焼
か
し
む
。
荒
垣
の
内
に
こ
れ
を
埋
む
。
外
の
分
荒
垣
、
鳥
居
、
絹
布
の
悦
ヲ
ビ
モ
ノ等
を
分
け
て
、
近
辺
の
寺
に
給
わ
り

了
る
。

　

次
に
水
の
便
所
に
於
い
て
小
し
き
解
除
す
。
人
形
を
も
っ
て
撫
で
て
水
に
流
し
了
る
。（
或
る
説
に
云
わ
く
。
草
木
を
も
っ
て
人
形
と

為
し
、
必
ら
ず
こ
れ
を
撫
で
捨
る
な
り
）

　

次
に
葬
家
に
帰
っ
て
の
後
、
先
ず
素
服
を
脱
い
で
頭
方
に
阿
弥
陀　

　

隨
求
小
呪　

　

尊
勝
小
呪　

　

左
方
宝
篋
印　

　

宝
楼
閣　

　

右
観
音　

　

勢
至　

　

破
地
獄
真
言　

　
　

光
明
真
言　
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三
五

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿
　
（
慶
蓮
上
人
云
わ
く
、
葬
送
牛
車
事　

牛
に
鞦
シ
リ
カ
イ付
の
車
に
は　

下
た

を
付
く
。云　　
云
）

〔
伝
授
要
意
〕

　

葬
法　
（
此
れ
は
公
家
引
導
の
式
な
り
）

　
1

印
融
の
云
く
、
こ
の
次
第
は
古
本
な
り
と
。「
夫
れ
大
海
等
」
金
剛
合
掌
し
て
こ
れ
を
唱
う
。

金
翅
鳥
王
莫
害
龍　

　

慈
順
の
仰
せ
に
云
わ
く
。
此
れ
は
『
心
地
観
経
』
五
（
六　

　

左
）
に
出
す
。
経
の

に
云
わ
く
。
若
し
龍
身
有
つ
て

一

袈
裟
を
被
ら
ば
金
翅
鳥
王
の
食
を
脱
る
る
こ
と
を
得

敷
袈
裟
堅
牢
地
神
無
祟
人　

　
『
法
苑
珠
林
』
第
四
十
七
、
袈
裟
の
功
能
を
明
す
中
、
こ
の
縁
を
出
さ
ず
。

解
脱
幢
相　

　
『
十
輪
経
』（
四
十
一
左
）
に
云
わ
く
。

解
脱
幢
相
の
衣

哉
胎
蔵
等　

　

哉
字
、
或
の
字
の
写
誤
。
此
れ
又
一
説
な
り
。（『
白
宝
口
鈔
』
作
法
の
巻
の
口
訣
の
中
、
送
葬
の
一

こ
の
説
あ
り
）

或
誦
施
露
真
言
等
此
れ
又
一
説

施
甘
露
真
言　

ソ
ロ
ハ
ヤ
タ
タ
ギ
ャ
タ
ヤ　

タ
ニ
ャ
タ

ソ
ロ

く
ハ
ラ
ソ
ロ
ハ
ラ
ソ
ロ
ソ
ワ
カ

敬
堅
牢
地
天
等　
已
下
事
由
な
り
。

見
2五

道
大
神
之
札　
炎
魔
王

属　
『

羅
王
供
行
法
次
第
』
に
は
、
五
道
将
軍
王
と

堀
地
作
墓
等　
3

此
下
平
日
の
意
得
肝
要
な
り

4『
白
宝
口
抄
』
所
引
の
文
に
は
、
裏
書
に
云
わ
く
。
膳
を
供
ず
る
事
、
或
は
棺
に
入
れ
了
っ
て
こ
れ
を
供
ず
云　

　

云
。
死
人
吉
方
の
水
を
取
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三
六

特　別　寄　稿

る
（
勘マ
ヽ

文
に
依
る
べ
し
）云　　
々
。
已
下
今
の
次
第
と
同
じ
。
次
に
着
服
人
○
細
注
無
吉
日
等
の
十
二
字
こ
れ
無
し

丑
寅
方
頗
有

か　

此
の
経
『
白
宝
口
抄
』
所
引
は
細
注
に
非
ず
。
而
も
次
の
入
棺
の
下
の
注
の
近
習
の
人
こ
れ
を
設
く　

下
に
此
の
七

字
あ
り
。
今
の
次
第
恐
く
は
上
の
文
に
乱
入
す
る
か
。

経
云
毘
盧

那
等　
此
の
経
未
だ
考
せ
ず
。

丑
寅
方
頗
有

欤　
方
の
始
め　

陰
陽
不
二
の
方
の
故
か
。

次
入
棺　

　

僧
家
の
作
法
と
は
大
い
に
相
違
す
。

頭
方
阿
弥
陀
等　

　

此
れ
は
曵
覆
の
万
ダ
ラ
な
り
。
流
々
異
説
多
な
り
。

其
結
線
様
有
別　

　

此
れ
は
第
五
十
四
帖
の
無
縁
葬
法
の
終
り
に
出
す
。
見
合
せ
よ
。

5役
人
可
有
冐
額
也　

　
『
摧
書
漫
筆
』
四
（
三
十

五
右

）
に
云
わ
く
。『
安
斎
隨
筆
』
舳
艫
訓
の
書
に
額
の
烏
帽
子
、『
天
木
集
』
に
西
行
法

の
歌
に
「
篠し
の
た
め

て
萑
弓ゆ
み

帳は
り

男お
の

童わ
ら
わ　

額ひ
た
い

烏え

ぼ

し
帽
子
の
欲ほ
し

気げ

な
る
哉
」『
年
中
行
事
、
絵
巻
物
』
に
、
男
童
の
額
に
黒
く
三
角
な
る
小ち
い

さ
き
物
を

あ
て
た
る
躰
、
所
々
に
見
え
た
り
。
是
れ
ヒ
タ
イ
エ
ボ
シ
な
り
。
○
今
世
も
民
家
に
て
死
人
の
額
、
又
葬
送
の
供と
も
の
も
の者の
額
に
、
白
紙
に
て

三
角
な
る
物
を
作
り
ア
ツ
ル
は
額
エ
ボ
シ
の
遺
製
な
り
。
古
き
事
も
古
き
詞
も
、
田
舎
民
家
に
伝
わ
り
た
る
こ
と
問マ
ゝ

あ
り
と
云　

　

々
。

　

次
供
膳　

霊
供
の
作
法
中
、
箸
を
立
つ
る
説
は
此
の
説
に
依
る
。『
十
結
』
の
中
併
せ
見
る
べ
し
。

車
　
　

簷セ
ン

の
字
な
り

其
人
一
筋
立
等　

　

真
言
家
霊
供
作
法
の
如
し
。

破
地
獄
真
言　

　

智
矩
如
来
破
地
獄
の
呪
な
り
。『
勧
修
寺
真
言
集
』
に
出
ず
。
但
し

の
四
字
こ
れ
無
し
。

慶
蓮
上
人　

　

伝
知
れ
ず
。
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三
七

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

註
1 
印
融　
　

冒
頭
の
元

の
本
章
の
総
説
は
、『
印
融
抄
』
の
「
此
の
次
第
は
古
本
な
り
。
是
れ
は
公
家
引
導
の
儀
式
な
り
」
の
文
に
依
る
。

註
2 
五
道　
　

地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
人
、
天
の
五
道
の
冥
官
の
こ
と
。
即
ち
焔
摩
天
の

族
。『
焔
羅
王
供
行
法
次
第
に
「
五
道
将
軍
」
と
記
さ
れ
る
。

（
正
蔵
㉑
三
七
四
ａ
）

 

こ
の
他
、
五
道
大
神
（
密
辞
）、
五
道
大
臣
（
秘
鈔
、
焔
摩
天
法
）
な
ど
の
表
記
が
あ
る
。

註
3 

此
の
字
は
以
の
誤
写
。
以
下
と
綴
る
べ
き
。

註
4 

『
白
宝
口
抄
』　　

こ
ヽ
に
記
載
さ
れ
た
二
つ
の
文
は
、
傍
註
に
「
ハ
リ
紙
」
と
あ
る
。

註
5 

傍
註
に
「
ハ
リ
紙
」
と
あ
る
。「
冐
」
の
字
に
「
帽
字
の
略
な
り
」
と
も
。

〔
作
法
集
〕

　

第
五
十
二　

亡
者
曵
覆
書
様

　
　

手
本
な
る
故
に
原
文
を
復
写
に
て
以
下
に
示
す
。
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三
八

特　別　寄　稿
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三
九

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿
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四
〇

特　別　寄　稿
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四
一

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿
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四
二

特　別　寄　稿
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四
三

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
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特　別　寄　稿
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四
四

特　別　寄　稿
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四
五

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿
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四
六

特　別　寄　稿
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四
七

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

〔
伝
授
要
意
〕

　
　

亡
者
曵
覆
書
様

　

此
の
曵
覆
書
き
様
は
、
心
覚
の
『
作
法
集
』
第
四
の
終
り
に
出
す
。
彼
を
写
し
て
此
を
出
す
な
り
。

右
手
即
身
成
佛
真
言
○
或
説
、

　
　

此
の
或
説
可
な
り
。

幡
図　

　

已
下
仁
海
僧
正
の
御
伝
な
り
。『
秘
鈔
作
法
』
の
巻
に
も
出
す
。

眉
間
佛
眼
真
言　

　

元

謂
く
。
心
覚
の
集
に
は
頂
の
下
に
三
身
の
真
言
、
此
の
真
言
を
出
す
。
尤
も
尓
る
べ
し
。
今
の
本
は
写
手

の
者
の
謬
っ
て
傍
きマ
ヽ

書
き
す
る
な
り
。
改
む
る
べ
し
。
卍
字
已
下
は
胸
に
當
る
故
に
下
げ
て
書
く
可
し
。
空
地
の
こ
れ
有
り
。
こ
れ
を

思 

え
。

観
音
真
言　

　

已
下
心
覚
の
集
に
は
こ
れ
無
し
。『
秘
鈔
作
法
巻
』
に
出
す
。

雨
僧
正　

　

小
野
仁
海
僧
正
の
異
名
。
請
雨
毎
に
雨
降
っ
て
奇
妙
の
故
に
此
の
異
名
あ
り
。
宋
朝
迄
其
の
請
雨
の
事
聞
る
と
云　

　

々

〔
作
法
集
〕

　

第
五
十
三　

為
亡
者
行
法
事

　
　

内
題　

亡
者
の
為
に
阿
弥
陀
行
法
事

一
、
事
由
の
詞　

表
白
任
意

　

令
法
久
住
利
益
人
天
過
去
尊
霊
往
生
浄
刹
の
為
に
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四
八

特　別　寄　稿
　
　
　
　

摩
訶
毘
盧

那
宝
号　

等　

常
の
如
し

　

祈
願
に
も
霊
分
こ
れ
在
り

一
、
発
願
の
詞　

護
持
句
の
所

　
　
　

過
去
尊
霊　
　

滅
罪
生
善

　
　
　

往
生
浄
刹　
　

證
大
菩
提

一
、
五
大
願
の
後
句

　
　
　

過
去
尊
霊
成
正
覚

一
、
道
場
観

　
　
　

弥
陀
の
光
明
遙
か
に
亡
者
を
照
ら
し　

滅
罪
生
善
の
由　

こ
れ
を
観
ず
べ
し
。

一
、
印
真
言
等
の
時
も
、
同
じ
く
此
の
義
観
念
す
べ
し
。

一
、

向
の
詞

発
願
に
准
じ
亡
者
の
由
こ
れ
有
る
べ
し
。
私
に
云
く
。
入
我
我
入
の
時
尤
も
用
心
有
る
べ
き
な
り
。

〔
伝
授
要
意
〕

　
　

為
亡
者
行
法
事

　
1

神
分
こ
れ
無
し
。
但
し
炎
魔
法
王
五
道
大
臣
冥
官　

冥
衆
堅
牢
地
神
等
離
業
得
道
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　

般
若
心
経
等

T01　紀要47　特別寄稿布施先生縦組　再校.indd   四八 2024/01/29   10:15:52



四
九

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿

入
我
々
入
之
時　

尤
可
有
用
心
也

　

此
れ
は
自
身
即
亡
者
と
観
じ
入
我
々
入
す
る
故
に
、
亡
者
即
身
成
佛
の
観
念
な
り
。
用
心
と
は
是
の

と
。
云
々
。

註
1 

神
分　
　

滅
罪
の
時
、
三
十
五
日
迄
は
神
分
は
用
い
な
い
。『
事
相
大
系
』
に
は

 

寛
済
口
運

の
『
伝
授
記
』
に
依
れ
ば
、
神
分
「
神
下
句
」　

即
ち
外
金
剛
部
よ
り
心
経
ま
で
を
忌
中
の
と
き
は
抜
い
て
唱
え
な
い
。
唱
礼
で
も
忌

中
法
要
の
と
き
は
同
じ
く
勧
請
句
に
於
い
て
、「
外
金
剛　

不
越
本
誓　

降
臨
坦　

当
山
鎮
守
、
勧
請
諸
神
」
の
五
句
は
除
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
同

書
一
五
〇
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

〔
作
法
集
〕

　
　

第
五
十
四　

無
縁
葬
作
法

　
　

内
題

　
　
　

無
縁
葬
作
法

　

先
ず
墓
所
に
至
り
、
法
界
定
印
を
結
び
金
輪
三
摩
地
に
入
る
べ
し
。
定
印
を
結
ん
で
「
念
せ
よ
。
我
れ
即
ち
金
輪
佛
頂
な
り
と
。
即
ち

輪
持
す
と
念
え
」

　
　
　

補
魯
吽
と
誦
せ
よ
。

　

次
に
驚
発
地
神
の

を
誦
す
べ
し
。
定
の
手
杵
を
持
し
て
心
に
当
て
、
恵
の
手
五
輪
を
舒
べ
て
掌
至
に
し
て
地
を
按
す
。
三
度　
云　

　

々

　

真
言
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五
〇

特　別　寄　稿

と
ば
ん
で
い
び
さ
き
し
ゃ
ぼ
だ
し　

さ
ら
ば
ぼ
だ
の
う　

た
い
な
ん
し
ゃ
り
や　

の
う
や　

び
せ
い
せ
い
し
ゅ　

ぼ
み
は
ら
み
た
そ　

し
や　

ま
ら
せ
い
き
え
ん　

た
た
ば
ぎ
ゃ
な
ん　

し
ゃ
き
や
そ
う
ぎ
の
う
た
い
ど
た
た
ぎ
ゃ
ま
ら
じ
ゃ
え
ん　

き
り
と
ば
ま
ん
だ
ら

ん　

れ
き
ゃ
ら
き
ゃ
や
ぼ
や
か
ん

次
に
大
佛
頂
印
明

　

右
手
挙
外
に
向
け
る
。
施
無
畏
印
な
り
。
真
言
に
曰
く
。

た
に
ゃ
や
た
お
ん
あ
の
う
れ
い
あ
の
う
れ
い　

び
し
ゃ
だ
び
し
ゃ
だ
ま
ん
だ
ま
ん
だ
べ
い
ら　

ば
ざ
ら
は
ん
ぢ　

は
ん
だ
う
ん
ぼ
ろ

ん　

は
ん
だ
そ
は
か　

の
う
ぼ
さ
た
た
ぎ
ゃ
た
や　

そ
ぎ
ゃ
た
や
あ
ら
か
て
い
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
や　

し
っ
て
ん
と
ま
ん
だ
ら

は
だ
そ
わ
か

次
に
金
輪
の
真
言
を
誦
し
、
如
来
挙
印
を
結
ぶ
。

唵　

　
七
遍
誦
ず

次
に
札
の
面
の
上
に

字
を
書
く

次
に　

迷
故
三
界
城　

悟
故
十
方
空

　
　
　

本
来
無
東
西　

何
処
有
南
北

　
　
　

文
句
書
い
て
中
央
に
立
つ
。

次
に
杖
或
い
は
心
を
も
っ
て
墓
所
を
加
持
致
せ
よ
。
或
は
劔
若
し
く
は
刀
。

次
に
金
剛
合
掌
印
を
結
び
、
真
言
を
誦
し
八
方
を
印
す
。

　

真
言
に
曰
わ
く
。

T01　紀要47　特別寄稿布施先生縦組　再校.indd   五〇 2024/01/29   10:15:53



五
一

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿
　
　

お
ん
ば
ざ
ら
ぐ
り
に
う
ん
そ
わ
か　
八
反

次
金
剛
網
印
を
結
び
真
言
を
誦
し
て
八
方
を
印
す
。

　

八
反
。
真
言
に
曰
わ
く
。

　
　

お
ん
ば
ざ
ら
と
り
や
そ
わ
か

　

こ
の
如
く
墓
所
を
加
持
す
れ
ば　

即
ち
浄
土
と
な
る
。

死
人
を
印
す
。

　
　

三
界
唯
一
心　
　

心
外
無
別
法

　
　

心
佛
及
衆
生　
　

是
三
無
差
別

　

此
れ
死
人
即
佛
な
り
と
。
念
ず
べ
し
、
こ
の
如
く
加
持
す
れ
ば
、
諸
の
悪
鬼
悪
神
皆
金
輪
の
宣
承
っ
て
信
仰
す
る
処
な
り

　

右
髙
野
大

こ
れ
を
撰
す
。
後
此
体
と
為
し
善
悪
の
方
尋
ね
ず
、
但
こ
れ
を
用
う
。

　

無
常
別
所
墓
所
を
卜ぼ
く

す
る
作
法
一
巻
、
こ
れ
真
言
内
法　

秘
密
作
法
な
り
。

　

是
れ
は
二
筋
を
も
っ
て
か
ら
く
る
様
な
り
。

　
　

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

入
棺
の
後　

棺
を
か
ら
け
て
符
を
付
く
る
な
り
。
二
所
に
こ
の
符
こ
れ
を
付
く
。

◦　

○ 　

•　

此
の
符
は
一
所
に
付
く
る
様
な
り
。
永
遠
三
界
門
を
閉
じ
、
涅
槃
の
理
に
定
ま
る
義
な
り
。云　　
云
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五
二

特　別　寄　稿

〔
伝
授
要
意
〕

1次
入
金
輪
三
摩
地　

　

元

謂
ら
く
。
金
輪
印
明
等
を
用
う
る
は
、
此
の
法
の
詮

と
聞
き
た
り
。
然
も
未
だ
其
の
口
傳
を
聞
か
ず
。

次
迷
故
三
界
城　

　

此
の
一
頌
『
天
地
八
陽
経
』
に
出
す
。『
即
身
義
東
聞
記
』
一
（
二
十

二
丁

）
に
云
わ
く
、『
天
地
八
陽
経
』
に
云
わ
く
。

迷
故
三
界
城
、
悟
故
十
方
空
、
本
来
無
東
西
、
何
処
有
南
北
已　

　

上　

現
流
の
経
本
文
無
し
と
。

次

或
以
心
等　

　

此
れ
は
杖
を
も
っ
て
加
持
し
、
墓
所
の
分
量
を
結
界
す
る
事
な
り
。
或
は
心
を
も
っ
て
地
幅
の
分
限
を
定
む
も
亦

結
界
な
り
。
劔
刀
准
知
せ
よ
。

唵
縛
曰
羅
等　

　

此
の
真
言
并
び
に
次
に
金
剛
網
の
真
言
の
説
処
未
だ
考
せ
ず
。

三
界
唯
心　

心
外
無
別
法　

　

此
れ
『
花
厳
経
』
所
々
に
こ
れ
を
説
く
。
但
し
今
此
の
文
は
『
大
日
経
疏
』
第
二
の
意
な
り
。

心
佛
及
衆
生
是
三
無
差
別　

　
『
旧
花
厳
経　

夜
摩
天
説

品
』
の
文
に
曰
わ
く
。
心
は
工
畫

の
如
し
。
種
々
の
五
陰
を
畫
く
。
一

切
世
界
の
中
に
法
と
し
て
造
せ
ざ
る
を
無
し
。
心
の
如
く
佛
も
亦
然
な
り
。
佛
の
如
く
衆
生
も
然
な
り
。
心
は
佛
と
及
び
衆
生
と
是
の
三

は
差
別
無
し
と
。

此
為
躰　

　

此
の
次
第
知
り
難
き
処
も
こ
れ
有
る
と
雖
、
大

の
御
次
第
の
故
に
善
悪
を
尋
ね
ず
、
但
信
じ
て
こ
れ
を
用
い
よ
。云　　
々

此
真
言
内
法
秘
密
作
法
也　

　

心
覚
の
『
作
法
集
』
第
四
に
依
る
に
、
八
方
を
印
す
る
と
金
剛
網
と
の
両
真
言
を
挙
げ
畢
っ
て
、
此
の

真
言
等
と
文
え
り
。
今
の
次
第
、
恐
く
は
錯
乱
し
て
終
り
に
在
る
か
。

2

是
の
二
筋
を
も
っ
て
等
、
此
れ
は
棺
を
カ
ラ
ク
ル
様
な
り

　

○
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
（
真
中
よ
り
二
筋
に
て
直
下
へ
カ
ラ
ク
ル
印
な
り
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五
三

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
6
）

特　別　寄　稿
　

已
上
五
十
四
帖
傳
授
要
意
記
し
了
ん
ぬ

文
化
九
壬（
一
八
一
二
）
申
の
年　

同
じ
く
十
癸（
一
八
一
三
）
酉
の
年　

両
年
仰
信
の
受
者
の
為
に
此
の
作
法
を
傳
授
す
と
雖
、
傳
授
要
意
記
す
る
に
遑
あ
ら

ず
。
傳
授
大
阿
闍
梨
の
手
鑑
を
も
っ
て
こ
れ
を
傳
う
。

今
秋
閑
仮
に
乗
じ
て
漸
く
記
録
し
畢
ん
ぬ

文
化
十
（
一
八
一
四
）
一
甲
戌
年
八
月
十
六
日

　
　
　

求
法
杜
多　

元　

　
五
十
有

九

註
1 

こ
の
最
終
五
十
四
帖
に
つ
い
て
の
元

の
伝
授
要
意
の
記
述
は
、
從
前
の
と
お
り
各
帖
数
及
び
外
題
が
書
か
れ
る
に
反
し
、
早
座
に
註
記
の
行
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
原
本
を
子
細
に
檢
す
る
に
、
こ
の
部
分
よ
り
以
下
の
と
こ
ろ
は
張
り
合
わ
せ
た
る
が
如
く
見
え
る
。
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